
  

 

 
 

取組の 
難易度 

（準備）         ★ ☆ ☆ 

（教員のＩＣＴ活用能力）★ ☆ ☆ 

校種・学年 中学校・３学年 教科等 数学 

ICTを活用した 

学習場面 
B3 試行を深める学習 

C1 発表や話合い 

領域・ 

分野等 
 Ｂ 図形 

中点連結定理 

ICT機器等の

準備等 

準

備 

①フリーソフト「Grapes」 
②学習者用ＰＣ（タブレット端末等）の画面共有 

授

業 

①提示用大型モニター 

②学習者用ＰＣ（タブレット端末）、指導者用ＰＣ 

 

１ 事例の概要 

 「相似な図形」の授業において、フリーソフトを使用して四角形を自由に動かし、その四角形

の各辺の中点を結んでできる四角形について、条件を変えて考察する。 

 

                                                                                        ※利点〇、配慮事項● 

２ ICT活用の利点や配慮事項          

〇各生徒がそれぞれのタブレット端末を操作して四角形の頂点を動かし、「主体的な学び」を通

して図形の性質を見いだすことができる。 

〇タブレット端末等の操作を友達に見せながら説明したり、大型モニターに映し出して発表した

りするなど、「対話的な学び」が実現できる。 

●等しい長さ、平行な辺などに印をつけて、友達に説明できるように指導する。 

●操作を通して、四角形の中点を結んでできる四角形が特別な平行四辺形になる条件を考えるよ 

 うに指導する。 

 
３ 資料 

１ Grapesで作成できること 

 ・関数のグラフ 

 ・等式や不等式で表された関係のグラフ 

 ・円、点、線分、多角形、 

  直線、矢印矩形 

 ・パラメータで表された曲線 

 ※さまざまサンプルがあり、 
  そのまま使用することができる。 

 

図形を自由に動かし、学びを深める 
～フリーソフトを使用し、相似な図形の性質を操作から見いだし考察する～ 



  

２ 学習指導案より抜粋 

 

 


